13.膠原病の胃粘膜病変(第672回千葉医学会例会・第二内科例会) by 今泉,照恵 et al.
354 第672回千葉医学会例会・第二内科例会
戸作用，副交感神経が促進的に，交感神経の α作用が抑
制的に働くことを見出した。更に神経系とテストステロ
ン代謝のかかわりについても検討を加えた。 
8. ループス腎炎の治療に関する臨床的研究
末石真(千大)  
13'例のルーフ。ス腎炎患者について 28週間から 59週間
(平均41週間)のステロイド療法の前後で腎生検を行な
い，その生検像の変化と血清 C3，C4価の変動を比較検
討した。生検像の活動性を表わす所見の減少した 9例で
は第 2回生検前に C3低下が 3カ月以内であり，悪化し
た 4例では 3カ月以上であった。 C4の低下期間とは相
関はみられなかった。ループス腎炎治療には血清 C3を
正常に保つことがよい指標と考えられた。 
9. 抑制 T細胞抗原リセプターの解析

ーその局在と動態ー

高林克日己〈千大)
抑制T細胞融合株表面の 1-]分子・抗原結合分子を電
顕にて形態学的に観察し，ともに斑状に局在することを
示した。また融合細胞を向調培養し，細胞周期各時期に
おける細胞表面の I-J分子と抗原結合分子の動態を観察
したところ，いずれもM期で最大となり S期で、最小とな
る変動をすることがわかった。これらの事実は抑制T細
胞表面の抗原リセプターも抑制因子と同様に，これら 2
分子から構成されていることを強く示唆している。 
10. Oscillation法による気管支端息における気道過
敏性試験の検討
田中真(千大)
気管支瑞息患者に対し，新しい連続的呼吸抵抗測定装
置「アストグラフ」を用いたメサコリン吸入試験が，鋭
敏度，安全性，簡便性の面から気道過敏性の評価に有用
であることを確認した。 rアストグラフ」の各ノξラメー
ターを解析し，以下の結果を得た。1.気道感受性を示
す Dminと気道反応性を表わす Stは，疾患群の識別因
子として有用であるが，異なった機序で支配されている
と考えられた。 2. n荷息群では， 病型にかかわらず，気
道感受性，気道反応性ともに他の疾患群より高かった。 
11.気管支端息患者血清中の抗 Ig'E抗体様物質の解
析
柳沢孝夫(千大)  
RAST法を変法した i出 ibitionassayにより，気管支 
H崩息患者血清中に RAST iJtIJ定を阻害する物質が存在す
ることを見いだした。この RAST阻害物質はアトピー
型，および非アトピー型気管支晴息患者血清中にみられ
た。この RAST阻害活性はヒト IgEで吸収されたが
ヒト IgGでは吸収されなかった。さらにこの活性がウ
サギ抗ヒト IgGで吸収されたことより，この物質が抗 
IgE抗体であることが示された。 
13.穆原病の胃粘膜病変 
慎二，小関秀旭)1今泉照恵，笠貫
末石真，富岡玖夫，徳、政義和
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熊谷朗 (富山医科薬科学)
長尾孝一 (千大・ 1病)
穆原病の胃粘膜病変について，ステロイド使用前後に
内視鏡的に検討した。ステロイド使用例 110名ではピラ
ン性病変が対照に比し有意に多く，ステロイド使用前の
膝原病患者では， 70%に何らかの胃病変を認めた。ステ
ロイド前後に蛍光抗体法を施行し， SLE 2例で，使用
前に C3cが染色され， 1例では血管壁に C3cの付着を
認めた。病理所見では血管壁に五brinoid様物質の沈着
がみられ，腰原病の胃粘膜病変に血管炎の関与が示唆さ
れTこ。 
14. lndomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法の効果
小関秀旭，笠貫順二，今泉照恵、
金子良一，徳政義和 (千大)
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熊谷朗 (富山医科薬科大〉
ラットの Indomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法  
(OHP)の効果を検討した。
絶食群の胃体部病変は， OHPにより有意に抑制され
た (P<0.01)0 1時間摂食群の幽門部病変も同様の傾
向がみられたが，同群の胃体部病変では，むしろ増悪傾
向がみられた。小腸の病変で、は， OHPにより，やや増
悪する傾向が認められたが，有意差はなかった。
これらの事実は， OHPの臨床応用への可能性を示唆
するものと考えられる。 
15. 自己抗原とモノクローナル抗体
小池隆夫，富岡玖夫(千大)
生体内における自己抗体の産生統御機構の解明という
